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令和４年度クリーニング師試験 
試  験  問  題 

 

〔注意事項〕 

 １ 試験時間は、学科試験と鑑別試験（実地試験）と合わせて７０分です。 

      時間内に学科試験と鑑別試験の両方を解答してください。 

 

 ２ 学科試験科目は、衛生法規に関する知識１０問、公衆衛生に関する知識 

１０問、洗濯物の処理に関する知識１０問の合計３０問です。鑑別試験 

は５問です。 

 

 ３ 解答は、別に配布している解答用紙に記入してください。 

 

 ４ 解答用紙には、受験番号及び氏名を忘れずに記入してください。 

 

 ５ 学科試験の解答は、該当するものを１つだけ選び、ア、イ、ウの記号の 

いずれかに○印を記入してください。 

 

 ６ 鑑別試験は、配布された５種類の繊維の布地について、選択肢から正し 

い繊維名を選んで、その番号を記入してください。 

  

  ７ 退場するときは、試験監督の指示に従い、解答用紙を試験監督に提出し、 

試験問題用紙は、持ち帰ってください。 

 

◇合格発表について 

① 日 時  令和４年１１月１７日（木）午前９時 

 ② 場 所  京都府庁正門前掲示板 

        京都府保健所、田辺総合庁舎、亀岡総合庁舎、 

        綾部総合庁舎及び宮津総合庁舎   

  ③ 掲示期間  ２週間 

  また、京都府ホームページにも「受験番号」で掲載します。 

  ※ 電話による問合せには一切応じられません。 

・合格者には、合格証書を交付します。 

 ・合格証書は、封書で現住所へ送付します。 
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衛生法規に関する知識 

 

問 １ 次の文章は、クリーニング業法の第２条である。（ ① ）～（ ③ ）に入

る語句の組み合わせとして、正しいものを下表のア～ウのうちから選びなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

問 ２ ア～ウの文章のうち、クリーニング業法に規定する営業者の衛生措置等に

関する記述として、誤っているものを選びなさい。 

 

ア 営業者は、洗濯物の洗濯をするクリーニング所に、業務用の機械とし

て、洗濯機及び脱水機をそれぞれ少なくとも２台備えなければならない。 

 

イ 営業者は、伝染性の疾病にかかっている者が使用した物として引き渡さ

れた洗濯物を取り扱う場合においては、その洗濯物は他の洗濯物と区分し

ておき、これを洗濯するときは、その前に消毒しなければならない。ただ

し、洗濯が消毒の効果を有する方法によってなされる場合においては、消

毒しなくてもよい。 

 

ウ 営業者は、洗濯物を洗濯又は仕上げを終わったものと終わらないものに

区分しておかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ 

ア 「クリーニング師」 皮革製品 分解して 

イ 「クリーニング業」 皮革製品 原型のまま 

ウ 「クリーニング業」 プラスチック製品 分解して 

（ ① ）とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その他の繊維製品又は

（ ② ）を（ ③ ）洗たくすることを営業とすることをいう。 
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問 ３ ア～ウの文章のうち、クリーニング業法に規定する営業者の利用者に対す

る説明義務等に関する記述として、正しいものを選びなさい。 

 

ア 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、利用者に対

し、クリーニングの料金を示さなければならない。 

 

イ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、利用者に対

し、営業者の氏名を示さなければならない。 

 

ウ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、あらかじ

め、利用者に対し、洗濯物の処理方法等について説明するよう努めなけれ

ばならない。 

 

 

問 ４ ア～ウの文章のうち、クリーニング師の免許に関する記述として、正し

いものを選びなさい。 

 

ア 氏名を変更したときには、10 日以内に免許証の訂正の申請を、免許を

与えた都道府県知事にしなければならない。 

 

イ 免許証を失ったときは、１年以内に住所地の都道府県知事に再交付の申

請をしなければならない。 

 

ウ 免許の申請には、１年以上のクリーニング所での従事経験が証明された

書類の添付が必要である。 
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問 ５ ア～ウの文章のうち、営業者の届出に関する記述として、誤っているもの

を選びなさい。 

 

ア クリーニング所を開設しないで洗濯物の受取及び引渡しをすることを営

業としようとする者は、あらかじめ都道府県知事に届け出なければならな

い。 

 

イ クリーニング所を開設しようとする者は、あらかじめ都道府県知事に届

け出なければならない。 

 

ウ  クリーニング所を廃止するときは、営業者は、あらかじめ都道府県知事

に届け出なければならない。 

 

 

問 ６ 次の文章は、クリーニング師の研修について記述したものである。

（ ① ）～（ ③ ）に入る語句の組み合わせとして、正しいものを下表のア

～ウのうちから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ 

ア 免許を取得 １年 ５年 

イ 業務に従事 １年 ３年 

ウ 業務に従事 ３年 ５年 

クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、（ ① ）した後

（ ② ）以内に都道府県知事が指定した研修を受けるものとする。また、

研修を受けた後は、（ ③ ）を超えない期間ごとに研修を受けるものとす

る。 
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問 ７ ア～ウのうち、クリーニング業法に基づき、クリーニング所への立入検査

を行う権限を有している者として、正しいものを選びなさい。 

 

ア 経営指導員 

 

イ 環境衛生監視員 

 

ウ 薬事監視員 

 

 

問 ８ ア～ウの文章のうち、都道府県知事がクリーニング業法に基づきクリーニ

ング師の免許を取り消すことができる場合の記述として、正しいものを選び

なさい。 

 

ア クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を犯して罰金以上の刑に処

せられたとき。 

 

イ クリーニング師がクリーニング所以外において、営業として洗濯物の処

理を行ったとき。 

 

ウ クリーニング師が伝染性の疾病にかかり、その就業が公衆衛生上不適当

と認められるとき。 

 

 

問 ９ ア～ウの文章のうち、クリーニング師の設置に関する記述として、誤って

いるものを選びなさい。 

 

ア 洗濯物の受取及び引渡のみを行うクリーニング所では、クリーニング師

を置かなくてもよい。 

 

イ 洗濯物の処理を行うクリーニング所において、営業者がクリーニング師

であって、自ら、主としてそのクリーニング所で業務に従事する場合は、

営業者以外に更に１人以上のクリーニング師を置く必要はない。 

 

ウ 洗濯物の処理を行うクリーニング所には、従事者数が１０人を超える場

合はクリーニング師を２人以上置かなければならない。 
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問 10 ア～ウの文章のうち、「生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関す

る法律」に関する記述として、正しいものを選びなさい。 

 

ア 生活衛生同業組合は、市町村ごとに１箇組織することができる。 

 

イ この法律の対象となる生活衛生関係営業には、クリーニング業をはじめ、理

容業、美容業、浴場業のほか、飲食店営業や旅館・ホテル営業も含まれる。 

 

ウ 生活衛生同業組合は、営利を目的としなければならず、組合員の加入は義務

であり、議決権及び選挙権は出資額により異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

公衆衛生に関する知識 

 

問 11 次の文章の（ ① ）～（ ③ ）に入る語句の組み合わせとして、正しいも

のを下表のア～ウのうちから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 ア～ウの文章のうち、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理

の改善の促進に関する法律」（PRTR 法）に関する記述として、誤っている

ものを選びなさい。 

 

ア この法律は、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環

境の保全上の支障を未然に防止することを目的としている。 

 

イ 第一種指定化学物質等取扱事業者に該当する要件として定められている

業種に洗濯業（クリーニング業）が含まれている。 

 

ウ トルエンは、第一種指定化学物質ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ 

ア 世界保健機関 幸福 貧困 

イ 世界保健機関 健康 疾病又は病弱 

ウ 国際労働機関 健康 貧困 

（ ① ）は、保健衛生分野の国連の専門機関であり、その憲章の前文

で、「（ ② ）とは、完全な肉体的、精神的及び社会的福祉の状態であ

り、単に（ ③ ）の存在しないことではない。」と定義している。 

国は、すべての生活部面について、（②）、社会保障及び公衆衛生の

（③）及び増進に努めなければならない。 
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問 13 ア～ウの文章のうち、「労働安全衛生法」に関する記述として、正しいも

のを選びなさい。 

 

ア 事業者は、爆発性の物、発火性の物、引火性の物等による危険を防止す

るため必要な措置を講じなければならない。 

 

イ 労働者を使用するすべての事業場で安全管理者を選任しなければならな

い。 

 

ウ 事業者の責務は、この法律で定める労働災害の防止のための最低基準を

守れば足りる。 

 

 

問 14 ア～ウの文章のうち、衛生行政に関する記述として、正しいものを選びな

さい。 

 

ア 保健所は都道府県が設置するものであり、市の設置する保健所はない。 

 

イ 地域保健法に規定する保健所が行う事業として、食品衛生に関する事項

や歯科保健に関する事項がある。 

 

ウ 学校保健に関する事業は、国の行政機関としては、総務省が所管してい 

る。 

 

 

問 15 ア～ウのうち、令和２年の人口動態統計による三大死因に含まれるもの 

を選びなさい。 

 

ア 悪性新生物（腫瘍） 

 

イ 自殺 

 

ウ 肺炎 
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問 16 ア～ウの文章のうち、持続可能な開発目標（SDGs）に関する記述とし

て、誤っているものを選びなさい。 

 

ア 国連本部において採択された国際目標である。 

 

イ 先進国のみで解決していく目標であり、途上国は一切関係ない。 

 

ウ プラスチックハンガーの回収・再利用は、SDGs と深く関係してい

る。 

 

 

問 17 ア～ウの文章のうち、テトラクロロエチレンに関する記述として、正しい

ものを選びなさい。 

 

ア 発がんのおそれのある有機溶剤として、作業記録の作成及び１年間の

保存が義務付けられている。 

 

イ イタイイタイ病の主な原因物質といわれている。 

 

ウ 水質汚濁防止法に規定する有害物質に該当する。 

 

 

問 18 ア～ウの文章のうち、感染症に関する記述として、誤っているものを選

びなさい。 

 

ア 動物を介して人に感染する感染症がある。 

 

イ 経口感染を防ぐには、タオルや食器の共用を避ける方法がある。 

 

ウ 感染症の病原体はウイルスのみである。 
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問 19 ア～ウの疾病のうち、食習慣や運動習慣など生活習慣に起因して発症す

る可能性が高いものを選びなさい。 

 

ア ペスト 

 

イ 糖尿病 

 

ウ 結核 

 

 

問 20 次の文章の（①）～（③）に入る語句の組み合わせとして、正しいもの

を下表のア～ウのうちから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ① ② ③ 

ア 標準営業約款 施設又は設備 都道府県生活衛生営業指導センター 

イ 普通取引約款 施設又は設備 都道府県知事 

ウ 標準営業約款 価格 都道府県知事 

（ ① ）は、消費者の利益擁護の観点から、提供する役務の内容、

（ ② ）の表示の適正化などを図ることにより、利用者や消費者が営

業者からサービスを受けたり商品を購入したりする際の、選択の利便

を図ろうとするものである。営業者は、（ ① ）に従って営業を行おう

とするときは、（ ③ ）に登録の申出をする。 



11 

 

洗濯物の処理に関する知識 

 

問 21 次の文章は、ある繊維の特徴に関する記述である。これにあてはまるもの

を次のア～ウのうちから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

ア アセテート 

 

イ ポリエステル 

 

ウ ポリウレタン 

 

 

問 22 ア～ウの文章のうち、素材に応じた洗濯物の処理に関する記述として、正

しいものを選びなさい｡ 

 

 

ア 和服の生洗いとは、汚れの部分をブラッシングしたのち、石油系溶剤

で、着物全体を浸漬して洗う方法である。 

 

   イ 皮革製品は、クリーニングされた品物でも、保管が悪いとカビが生えや

すい。 

 

   ウ カーテン製品は、全て水洗いで処理できる。 

 

 

 

 

 

 

 

ナイロンと同様に最も強い合成繊維の一つだが、製品化したときのコ

シ、ハリと耐熱性がナイロンやアクリルよりも優れているのが最大の特

徴である。薬品に強い。 
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問 23 次の      内の繊維のうち、再生繊維に分類されるものの数を

ア～ウのうちから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

ア ３つ 

 

イ ４つ 

 

ウ ５つ 

 

 

問 24 ア～ウの文章のうち、麻の特徴に関する記述として、誤っているものを

選びなさい。 

 

ア 繊維長は平均して 1.5～4.0cm と綿や羊毛に比べて短い。 

 

イ 綿よりも染料の吸収が悪く、染まっても脱色しやすい。 

 

ウ 硬い手触りで吸湿性がある。 

 

 

問 25 ア～ウの文章のうち、水溶性のシミに関する記述として、誤っているも

のを選びなさい。 

 

ア 霧吹きで水をかけると、生地よりもシミのほうが水分を早く吸収す

る。 

 

イ 汗、果汁、デンプンによる汚れは水溶性のシミである。 

 

ウ タンパク系のシミには酸性のシミ抜き剤を使用する。 

 

 

 

・レーヨン   ・アセテート 

・ポリノジック ・ポリエチレン 

・キュプラ   ・ポリ塩化ビニル 



13 

 

問 26 ア～ウの文章のうち、ランドリー工程に関する記述として、正しいもの

を選びなさい。 

 

ア 汚れの状況によって、予洗は必要ない場合がある。 

 

イ すすぎ温度は、洗濯温度に関わらず、常に常温がよい。 

 

ウ 漂白剤は、黄ばみ、シミ、汚れを分解して漂白するが、衣類の染料を

脱色させるおそれは一切ない。 

 

 

問 27 ア～ウの文章のうち、ドライクリーニングに関する記述として、誤って

いるものを選びなさい。 

 

ア ドライクリーニングとは、水の代わりに有機溶剤を用いて衣類への影 

響を抑える洗浄方法である。 

 

イ ドライクリーニング溶剤は、粘度が大きい方が、衣類に浸透しやす 

く、洗浄効果が高い。 

 

ウ テトラクロロエチレンは、石油系溶剤に比べ油脂溶解力が大きく、揮 

発しやすいので、短時間で洗浄、乾燥ができる。 

 

 

問 28 ア～ウのボタンのうち、  内の文章の特徴を有するものとし

て、正しいものを選びなさい。 

 

 

 

 

 

ア ユリアボタン 

 

イ ナイロンボタン 

 

ウ カゼインボタン 

 

ポリアミド系樹脂を原料にしたプラスチックボタン。耐薬品性、耐溶

剤性ともに高く、強度があり割れにくい。 
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問 29 ア～ウの繊維の加工方法に関する組み合わせとして、正しいものを選び

なさい。 

 

ア サンフォライズ加工 ―― 綿布を専用の機械により防縮する加工。 

 

イ 発泡加工 ―― 絹、レーヨン、アセテートなどのフィラメント織物

に、木目や波形、雲状の模様を付ける加工。 

 

ウ モアレ加工  ―― 布に折り目やヒダを付ける加工。スカート、ブラ

ウスに多用される。 

 

 

問 30 ア～ウのうち、「ドライクリーニング処理ができない」の意味を示す JIS

（日本産業規格）ケアラベルとして、正しいものを選びなさい。 

 

ア  

    

イ   

  

ウ  

    


